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(57)【要約】
　近接加入者グループ（ＣＳＧ）セルを探索するための
方法および装置を説明する。無線送信／受信ユニット（
ＷＴＲＵ）は、要求メッセージが、手動でのセル探索コ
マンドによって送信されたか、またはＷＴＲＵの自主的
判定によって送信されたかを示す少なくとも１ビットを
有する要因値を含む測定／セル探索ギャップ要求メッセ
ージを、ＣＳＧセルのネットワークに送信する。ＷＴＲ
Ｕは、測定／セル探索要求メッセージに応答して、ネッ
トワークから測定／セル探索ギャップ割り当てメッセー
ジを受信する。ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵが隣接するＣＳＧ
セルのマスター情報ブロック（ＭＩＢ）とシステム情報
ブロック（ＳＩＢ）とを読み取るのに十分な長さの間欠
受信（ＤＲＸ）ギャップを有するかどうかも判定できる
。ＤＲＸギャップが十分な長さではない場合、ＷＴＲＵ
１００は、測定／セル探索ギャップ要求メッセージをネ
ットワークに送信する、または現在そのＷＴＲＵをサー
ブしているセルから自主的に離調してＭＩＢとＳＩＢと
を読み取ることができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　近接加入者グループ（ＣＳＧ）セルを探索するための無線送信／受信ユニット（ＷＴＲ
Ｕ）によって実装される方法であって、
　前記ＷＴＲＵは、測定／セル探索ギャップ要求メッセージが、手動でのセル探索コマン
ドによって送信されたか、またはＷＴＲＵの自主的判定によって送信されたかを示す少な
くとも１ビットを有する要因値を含む測定／セル探索ギャップ要求メッセージを送信する
ステップと、
　前記ＷＴＲＵは、前記測定／セル探索要求メッセージに応答して、測定／セル探索ギャ
ップ割り当てメッセージを受信するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ＷＴＲＵは、前記ＷＴＲＵが特定のＣＳＧセルと関連付けられた放送情報を得るた
めのギャップを必要とするという条件で、二次的な測定／セル探索ギャップ要求メッセー
ジを送信するステップをさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＷＴＲＵは、検出されたセル上で行われた測定が前記ＷＴＲＵによってアクセスさ
れたＣＳＧセルホワイトリストのＣＳＧセルの周波数情報と一致するという条件で、二次
的な測定／セル探索ギャップ要求メッセージを送信するステップをさらに備えることを特
徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＷＴＲＵは、検出されたセル上で行われた測定が前記ＷＴＲＵによってアクセスさ
れたＣＳＧセルホワイトリストにあるＣＳＧセルの物理層セル識別子（ＰＣＩＤ）と一致
するという条件で、二次的な測定／セル探索ギャップ要求メッセージを送信するステップ
をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記測定／セル探索ギャップ要求メッセージは、専用無線リソース制御（ＲＲＣ）メッ
セージであることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記測定／セル探索ギャップ要求メッセージは、無線リソース制御（ＲＲＣ）イベント
通知メッセージであることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＷＴＲＵは、前記ＷＴＲＵのユーザによって手動で選択された適切なＣＳＧセルへ
のハンドオーバーを要求するメッセージを送信するステップをさらに備えることを特徴と
する請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　近接加入者グループ（ＣＳＧ）セルを探索するための無線送信／受信ユニット（ＷＴＲ
Ｕ）によって実装される方法であって、
　前記ＷＴＲＵは、それが、隣接するＣＳＧセルのマスター情報ブロック（ＭＩＢ）とシ
ステム情報ブロック（ＳＩＢ）とを読み取るのに十分な長さである間欠受信（ＤＲＸ）ギ
ャップを有するかどうかを判定するステップと、
　前記ＷＴＲＵは、前記ＤＲＸギャップが十分な長さではないという条件で、測定／セル
探索ギャップ要求メッセージを送信するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項９】
　近接加入者グループ（ＣＳＧ）セルを探索するための無線送信／受信ユニット（ＷＴＲ
Ｕ）によって実装される方法であって、
　前記ＷＴＲＵは、それが、隣接するＣＳＧセルのマスター情報ブロック（ＭＩＢ）とシ
ステム情報ブロック（ＳＩＢ）とを読み取るのに十分な長さである間欠受信（ＤＲＸ）ギ
ャップを有するかどうかを判定するステップと、
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　前記ＷＴＲＵは、前記ＤＲＸギャップが十分な長さではないという条件で、現在前記Ｗ
ＴＲＵをサーブしているセルから自主的に離調して、前記隣接するＣＳＧセルの前記ＭＩ
Ｂと前記ＳＩＢとを読み取るステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項１０】
　隣接する近接加入者グループ（ＣＳＧ）セルを探索するための無線送信／受信ユニット
（ＷＴＲＵ）であって、
　前記測定／セル探索ギャップ要求メッセージが、手動でのセル探索コマンドによって送
信されたか、またはＷＴＲＵの自主的判定によって送信されたかを示す少なくとも１ビッ
トを有する要因値を含む測定／セル探索ギャップ要求メッセージを送信するように構成さ
れた送信機と、
　前記測定／セル探索要求メッセージに応答して、測定／セル探索ギャップ割り当てメッ
セージを受信するように構成された受信機と
　を備えることを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項１１】
　前記送信機は、前記ＷＴＲＵが特定のＣＳＧセルと関連付けられた放送情報を得るため
のギャップを必要とするという条件で、二次的な測定／セル探索ギャップ要求メッセージ
を送信するようにさらに構成されることを特徴とする請求項１０に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１２】
　前記送信機は、検出されたセル上で行われた測定が前記ＷＴＲＵによってアクセスされ
たＣＳＧセルホワイトリストにあるＣＳＧセルの周波数情報と一致するという条件で、二
次的な測定／セル探索ギャップ要求メッセージを送信するようにさらに構成されることを
特徴とする請求項１０に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１３】
　前記送信機は、検出されたセル上で行われた測定が前記ＷＴＲＵによってアクセスされ
たＣＳＧセルホワイトリストのＣＳＧセルの物理層セル識別子（ＰＣＩＤ）と一致すると
いう条件で、二次的な測定／セル探索ギャップ要求メッセージを送信するようにさらに構
成されることを特徴とする請求項１０に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１４】
　前記測定／セル探索ギャップ要求メッセージは、専用無線リソース制御（ＲＲＣ）メッ
セージであることを特徴とする請求項１０に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１５】
　前記測定／セル探索ギャップ要求メッセージは、無線リソース制御（ＲＲＣ）イベント
通知メッセージであることを特徴とする請求項１０に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１６】
　前記送信機は、前記ＷＴＲＵのユーザによって手動で選択された適切なＣＳＧセルへの
ハンドオーバーを要求するメッセージを送信するようにさらに構成される請求項１０に記
載のＷＴＲＵ。
【請求項１７】
　近接加入者グループ（ＣＳＧ）セルを探索するための無線送信／受信ユニット（ＷＴＲ
Ｕ）であって、
　隣接するＣＳＧセルのマスター情報ブロック（ＭＩＢ）とシステム情報ブロック（ＳＩ
Ｂ）とを読み取るのに十分な長さである間欠受信（ＤＲＸ）ギャップを有するかどうかを
判定するように構成されたプロセッサと、
　前記ＤＲＸギャップが十分な長さではないという条件で、測定／セル探索ギャップ要求
メッセージを送信するように構成された送信機と、
　を備えることを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項１８】
　近接加入者グループ（ＣＳＧ）セルを探索するための無線送信／受信ユニット（ＷＴＲ
Ｕ）であって、
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　隣接するＣＳＧセルのマスター情報ブロック（ＭＩＢ）とシステム情報ブロック（ＳＩ
Ｂ）とを読み取るのに十分な長さである間欠受信（ＤＲＸ）ギャップを有するかどうかを
判定するように構成されたプロセッサと、
　受信機と、
　送信機と
　を備え、前記受信機と送信機が、前記ＤＲＸギャップが十分な長さではないという条件
で、現在前記ＷＴＲＵをサーブしているセルから自主的に離調して、前記隣接するＣＳＧ
セルの前記ＭＩＢと前記ＳＩＢとを読み取るように構成されたことを特徴とするＷＴＲＵ
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、無線通信に関する。
【背景技術】
【０００２】
　第三世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ：third generation partnership p
roject）の長期進化型（ＬＴＥ：long term evolution）システムの現在の取り組みは、
新しいＬＴＥの設定および構成において技術、アーキテクチャおよび方法を更新すること
である。このような取り組みは、より速いユーザデータレートとより豊富なアプリケーシ
ョンおよびサービスを、より低コストで提供するために、スペクトル効率を改善し、レイ
テンシを低減し、無線リソース使用を改善するであろう。
【０００３】
　このような取り組みの一部として、３ＧＰＰは、ＬＴＥシステムにホーム進化型ノード
Ｂ（ＨｅＮＢ：home evolved Node-B）の概念を導入することを提案しており、並行して
、ＨｅＮＢをリリース８の広帯域コード分割多重アクセス（ＷＣＤＭＡ：wideband code 
division multiple access）、ＧＳＭ　ＥＤＧＥ無線アクセスネットワーク（ＧＥＲＡＮ
：GSM EDGE(enhanced data rates for GSM evolution) radio access networks）、およ
び他のセルラー標準に導入できる。ＨｅＮＢは、無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬ
ＡＮ：wireless local area network）のアクセスポイント（ＡＰ）と同じにできる物理
デバイスを示し、非常に小さいサービスエリア（例えば、住宅または小事務所）のユーザ
がセルラーサービスにアクセスできる方法に設計できる。これは、セルラーネットワーク
が配置されていないおよび／またはレガシーＲＡＴカバレッジが存在するエリアと、無線
に関する理由（例えば、地下鉄またはショッピングモール）でセルラーカバレッジが微弱
であるまたは存在しないことがあり得るエリアとで特に有効である。加入者（例えば、個
人または団体）は、そのようなサービスが望まれるエリアにＨｅＮＢを配置することがで
きる。
【０００４】
　ＨｅＮＢは、例えば、直接加入者線（ＤＳＬ：direct subscriber line）によって国内
の住宅および会社で自由に使用できるようにする、例えば、公衆インターネット接続を用
いることによってオペレータのコアネットワークに接続するためのものである。これは、
ＬＴＥが配置されていないおよび／またはレガシー３ＧＰＰ無線アクセス技術（ＲＡＴ：
radio access technology）カバレッジがすでに存在するエリアで特に有効である。これ
は、例えば、地下鉄またはショッピングモールにいる間に起こる無線送信障害の結果とし
てＬＴＥカバレッジが微弱であるまたは存在しないことがあり得るエリアにも有効である
。ＨｅＮＢによって提供される無線カバレッジのエリアであり、ＨｅＮＢによって配置さ
れるセルは、そのセルのサービスにアクセスできる、ファミリーとして周知の加入者グル
ープだけによってアクセスすることができ、そのようなセルをＨｅＮＢセルまたはより一
般的には、近接加入者グループ（ＣＳＧ：closed subscriber group）セルと呼ぶことが
できる。ＨｅＮＢを用いて、１つまたは複数のＣＳＧセルをＬＴＥカバレッジが望まれる
エリアに配置できる。ＣＳＧセルは、ＬＴＥサービス用のＨｅＮＢか、ＷＣＤＭＡまたは
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他のレガシー３ＧＰＰ　ＲＡＴシステム用のホームノードＢ（ＨＮＢ：home Node-B）の
いずれかによって配置されるセルである。ＷＴＲＵ加入者（個人または団体と関連する）
は、ＬＴＥサービスが望まれるエリアにＨｅＮＢを用いて、ＣＳＧセル（ＷＴＲＵ加入者
にアクセスできるホワイトリストにリストされる）を配置できる。一方、マクロセルは、
除外(barred)されていない任意のＷＴＲＵによってアクセスされる。
【０００５】
　無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）にも、そのホワイトリスト構成の一部として、Ｗ
ＴＲＵがアクセスできるＣＳＧセルの物理層セル識別子（ＰＣＩＤ：physical layer cel
l identifiers）を構成することが提案されている。これらのＰＣＩＤは、第１の同期チ
ャネル（Ｐ－ＳＣＨ：primary synchronization channel）と第２の同期チャネル（Ｓ－
ＳＣＨ：secondary synchronization channel）との任意の組み合わせ、またはＣＳＧセ
ル用の他の形式の物理（ＰＨＹ）層識別子に対応できる。測定／セル探索ギャップがＣＳ
Ｇセル測定／探索をＷＴＲＵに割り当てるようにＷＴＲＵに要求させることができること
も提案されており、それによってこの要求は、手動でＣＳＧセル探索を開始することによ
ってトリガされ得る。この測定ギャップは、ＷＴＲＵがサービングセルから離調して、Ｗ
ＴＲＵが適したＣＳＧセルを近くで探索することができるようにする時点を表す。
【０００６】
　現在、ＷＴＲＵが、接続モードでＣＳＧセルのマスター情報ブロック（ＭＩＢ：master
 information block）とシステム情報ブロック（ＳＩＢ：system information block）と
を読み取って、ＣＳＧセルの上位層アイデンティティ（例えば、ＣＳＧセルのグローバル
セルアイデンティティ）がそのホワイトリストの一部であるかどうかを判定することが提
案されている。追加的に、ＷＴＲＵが、自主的に離調して自ら測定ギャップを生成するこ
とによって、隣接するＣＳＧセルのＳＩＢを読み取れるようにすることが提案されている
。
【０００７】
　しかしながら、解決しなければならない問題がいくつかある。例えば、自主的にサービ
ングセルから離調してＣＳＧセルのＳＩＢを読み取るために、ＷＴＲＵがどのような基準
を用いるべきか明確に規定されていない。さらに、ＷＴＲＵが、連続的測定ギャップを作
成するか、またはディスジョイント(disjoint)測定ギャップを作成するか、およびＷＴＲ
Ｕがそのサービング進化型ノードＢ（ｅＮＢ）またはセルから自主的に離調する時に、Ｗ
ＴＲＵが何らかの表示を送る必要があるかどうかが明確でない。追加的に、ＷＴＲＵが、
ＣＳＧセルを今検出したことをネットワークに報告すべきかどうか、または上位層アイデ
ンティティを読み取って確認したかどうかが明確でない。
【０００８】
　ＬＴＥマクロセルとＣＳＧセルとの間のアクティブモードモビリティに対する一時的な
解決が提案されたが、異なる種類のモビリティを組み込む包括的な解決はいまだ進展して
いない。従って、標準化団体によって課せられた制限を踏まえながら、上述の問題に取り
組む手順が望まれる。従って、ＨｅＮＢサービスをＷＴＲＵに提供するための方法および
装置を提供することは有益であろう。
【０００９】
　ＷＴＲＵがＣＳＧセルを測定して報告する機構を提供する方法および装置を提案する。
具体的には、それは、ＷＴＲＵに、アクセスできるＣＳＧセルを識別するのにかかる時間
を最小限にさせることができる機構を提案する。
【発明の概要】
【００１０】
　ＣＳＧセルを探索するための方法および装置を説明する。ＷＴＲＵは、少なくとも１ビ
ットを有する要因値を含む測定／セル探索ギャップ要求メッセージをＣＳＧセルのネット
ワークに送信し、その要因値は、要求メッセージが手動でのセル探索コマンドによって送
信されたか、またはＷＴＲＵの自主的判定によって送信されたかを示す。ＷＴＲＵは、測
定／セル探索要求メッセージに応答してネットワークから測定／セル探索ギャップ割り当
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てメッセージを受信する。ＷＴＲＵは、それが、隣接するＣＳＧセルのＭＩＢとＳＩＢと
を読み取るのに十分な長さである間欠受信（ＤＲＸ：discontinuous reception）ギャッ
プを有するかどうかを判定することもできる。そのＤＲＸギャップが十分な長さではない
場合、ＷＴＲＵは、測定／セル探索ギャップ要求メッセージをネットワークに送信する、
または現在そのＷＴＲＵをサーブしているセルから自主的に離調してＭＩＢとＳＩＢとを
読み取ることができる。
【００１１】
　ＷＴＲＵは、好適には、それがアクセスできるＣＳＧセルの周波数情報が構成されて、
その周波数情報をユニバーサル集積回路カード（ＵＩＣＣ：universal integrated circu
it card）、ユニバーサル加入者アイデンティティモジュール（ＵＳＩＭ：universal sub
scriber identity module）等のメモリまたはそのＷＴＲＵに格納する。ＣＳＧ　ＩＤ（
識別子）（例えば、ＣＳＧトラッキングエリア（ＴＡ）ＩＤ）のホワイトリストをＷＴＲ
Ｕ内に構成し、それがアクセスできるＣＳＧセルに対応するのと同じメッセージを用いて
、または個別のメッセージによって、周波数情報をＷＴＲＵ内に構成できる。その周波数
情報は、ＣＳＧセルが配置される周波数帯域とすることができる。追加的または代替的に
、その周波数情報は、ＷＴＲＵ受信機が同期するＣＳＧセルの中心周波数とすることがで
きる。
【００１２】
　ＷＴＲＵにＣＳＧ識別子のホワイトリストまたは個別のメッセージを構成するのと同じ
メッセージを用いて、ＷＴＲＵは、それがアクセスできるＣＳＧセルのＰＣＩＤを構成で
きる。ＷＴＲＵが測定／セル探索ギャップとハンドオーバー割り当てとをを要求する、お
よびアクティブモードおよびアイドルモードによって、ＷＴＲＵに対する測定／セル探索
ギャップ割り当てまたはハンドオーバー割り当ての拒否を処理するための手順が開示され
る。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
　添付図面と共に例示として与えられた以下の説明から、より詳細な理解を得ることがで
きる。
【図１】ＷＴＲＵを含む無線通信システムと複数のＣＳＧセルおよびマクロセルを含むネ
ットワークとを示す図である。
【図２】図１の無線通信システムに用いられるＷＴＲＵの例示的なブロック図である。
【図３】ＣＳＧセルを探索するための手順のフロー図である。
【図４】ＣＳＧセルを探索するための手順のフロー図である。
【図５】ＣＳＧセルを探索するための手順のフロー図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下を参照する場合、用語「無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）」は、ユーザ機器（
ＵＥ）、移動局、固定式または移動式加入者ユニット、ポケットベル、携帯電話、パーソ
ナルデジタルアシスタント（ＰＤＡ）、コンピュータ、または無線環境において動作でき
るその他の種類のユーザデバイスを含むが、これに限らない。
【００１５】
　以下を参照する場合、用語「基地局」は、ノードＢ、サイトコントローラ、アクセスポ
イント（ＡＰ）、または無線環境において動作できるその他の種類のインタフェースデバ
イスを含むが、これに限らない。
　以下を参照する場合、用語「近接加入者グループ（ＣＳＧ）セル」は、ＨｅＮＢまたは
ＨＮＢを含むが、これに限らない。
【００１６】
　本明細書の教示は、ＬＴＥ ＣＳＧセルについて言及するが、本明細書の教示は、例え
ば、ＷＣＤＭＡおよびＧＥＲＡＮ通信システムを含む任意のＲＡＴネットワークにおける
ＣＳＧセルに適用できる。
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【００１７】
アクティブモードモビリティ
　図１は、ＷＴＲＵ１００と複数のＣＳＧセル１１０1、１１０2、１１０3およびマクロ
セル１１５1、１１５2を含むネットワーク１０５とを含む無線通信システム１０を示す。
ＣＳＧセル１１０1、１１０2、および１１０3は、Ｐ－ＳＣＨ１２０とＳ－ＳＣＨ１２５
との任意の組み合わせに対応できるＰＣＩＤを有する。
【００１８】
　図２は、無線通信システム１０に用いられるＷＴＲＵ１００の例示的なブロック図であ
る。ＷＴＲＵ１００は、アンテナ２０５、受信機２１０、プロセッサ２１５、送信機２２
０、およびメモリ２２５を含むことができる。メモリ２２５は、ＣＳＧセルホワイトリス
ト２３０とマクロセルパラメータ２３５とを含むことができる。代替的に、ＣＳＧセルホ
ワイトリスト２３０には、ネットワーク１０５および／またはその中のＣＳＧセル１１０
の少なくとも１つ等の外部ソースからＷＴＲＵ１００によってアクセスできる。
【００１９】
　測定／セル探索ギャップがＷＴＲＵ１００にＣＳＧセル測定／探索を割り当てるように
する要求を、ＷＴＲＵ１００が、隣接するセル関係もしくは全地球測位システム（ＧＰＳ
：global positions systems）の使用を介してまたは他のアルゴリズムの使用によって、
既存の隣接するＣＳＧセル１１０1、１１０2、および１１０3を自主的に判定することに
よってトリガできる。測定／探索ギャップの要求は、手動でのセル探索コマンドまたはＷ
ＴＲＵの自主的探索要求等の要求に対する要因値を含むことができる。
【００２０】
　測定／探索ギャップを要求するメッセージは、その要求が手動でのセル探索コマンドに
よるものだったか、またはＷＴＲＵの自主的判定によるものだったかを少なくとも１つの
ＣＳＧセル１１０を含むネットワーク１０５に示す、１ビットのインジケータを有するこ
とができる。測定／探索ギャップの要求を、専用の無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセー
ジにおいて、またはその他のＲＲＣメッセージの一部（例えば、測定レポート）として搬
送することができる。代替的に、その要求を、限定されないが、ＣＳＧ手動探索開始、移
動指向（ＭＯ）音声呼び出し、および回路交換（ＣＳ）方式ドメインにおけるＭＯ音声呼
び出しを含む、ＷＴＲＵに関連するさまざまなイベントを報告する新しいＲＲＣメッセー
ジ（即ち、ＲＲＣイベント通知メッセージ）において搬送することができる。異なるメッ
セージを用いてまたは単一メッセージを用いて、測定ギャップおよびセル探索ギャップの
要求を個別に示すことができる。
【００２１】
　追加的または代替的に、測定／セル探索ギャップの要求は、それが測定／セル探索ギャ
ップの新しいサイクルの１番目の要求か、または後続要求かについての表示を含むことが
できる。そのような後続要求の理由として、ＣＳＧセル１１０の上位層識別を検証する、
または２番目のギャップをＷＴＲＵ１００に割り当てるように要求することがあり得る。
【００２２】
　ビット設定による１番目の要求表示を含むことができる測定／セル探索ギャップ割り当
ての要求を受信すると、ネットワーク１０５は、１番目のの測定／探索ギャップを割り当
てることができる。次に、この測定／セル探索ギャップを用いて試行して適したＣＳＧセ
ル１１０を近くで探索するようにＷＴＲＵ１００を構成できる。ＷＴＲＵ１００を、それ
がアクセスできるＣＳＧセル１１０に対応する特定のＰＣＩＤを探索するように構成でき
る。具体的には、ＷＴＲＵ１００が、ＣＳＧセル１１０に対応するＰＣＩＤをそのＣＳＧ
セルホワイトリスト２３０内で探索するように構成できる。ＷＴＲＵ１００が、その探索
を特定の周波数帯域および／または中心周波数に集中するように構成できる。周波数およ
びＰＣＩＤ情報は、ＷＴＲＵ１００内に構成でき、またはネットワーク１０５によってそ
の測定／セル探索ギャップ割り当てメッセージにおいて、ＷＴＲＵ１００に示すことがで
きる。下り方向（ＤＬ）の放送チャネルで搬送されるセルのＣＳＧ　ＩＤまたはＣＳＧ　
ＴＡＩＤ等の上位層識別を得るようにＷＴＲＵ１００を構成できる。ＰＣＩＤおよび／ま
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たは周波数情報が、ＷＴＲＵ１００がアクセスできるＣＳＧセルホワイトリスト２３０を
構成するセルと一致する、セルに対してだけそれを行うようにＷＴＲＵ１００を構成でき
る。ＷＴＲＵ１００を、参照信号受信電力（ＲＳＲＰ：reference signal received powe
r）等の、それが検出する特定のセルの測定を行うように構成できる。ＰＣＩＤおよび／
または周波数情報が、ＷＴＲＵ１００がアクセスできるＣＳＧセルホワイトリスト２３０
を構成するセルと一致する、セルに対してだけそれを行うようにＷＴＲＵ１００を構成で
きる。
【００２３】
　別の測定／セル探索ギャップを要求するようにＷＴＲＵ１００を構成できる。この要求
は、後続要求の表示（例えば、ビットを用いる）を含むことができる。測定／セル探索ギ
ャップの任意の要求は、これが１番目の要求か、または後続（即ち、二次的な）要求かの
いずれかを示すビットを含むことができる。以下の条件の少なくとも１つが満たされる場
合、この後続要求を送るようにＷＴＲＵ１００を構成できる。
【００２４】
　１）ＷＴＲＵ１００が、周波数情報および／またはＰＣＩＤがＷＴＲＵ１００のＣＳＧ
セルホワイトリスト２３０にあるＣＳＧセル１１０のそれと一致する、セルを検出したこ
とを判定した場合。この判定は、以前の測定／セル探索ギャップにおいて行われた可能性
がある。
【００２５】
　２）ＷＴＲＵ１００がアクセスできてそのＣＳＧセルホワイトリスト２３０に含まれる
ＣＳＧセルとして特定のＣＳＧセル１１０を明確に識別するために、ＷＴＲＵ１００がそ
のＣＳＧセル１１０の放送情報（例えば、ＭＩＢまたはＳＩＢ）を得るためのギャップを
必要とする場合。
【００２６】
　３）既定の基準を満たすまたは上回って検出されたセルに対して測定が行われた場合。
これらの測定は、周波数情報および／またはＰＣＩＤが、ＷＴＲＵ１００のＣＳＧセルホ
ワイトリスト２３０にあるＣＳＧセル１１０のそれと一致して検出されたセルに対してだ
け測定が行われた可能性がある。
【００２７】
　４）ＷＴＲＵ１００が、検出されたセルに対して測定を行うためのギャップを必要とす
る場合。周波数情報および／またはＰＣＩＤが、ＷＴＲＵ１００のＣＳＧセルホワイトリ
スト２３０にあるＣＳＧセル１１０のそれと一致するセルに対して測定が行われた場合に
限り、この基準を呼び出すことができる。
【００２８】
　５）ＷＴＲＵ１００がアクセスできるＣＳＧセル１１０を含むことが可能な帯域／中心
周波数内で、ＷＴＲＵ１００がすべてのセルの検出が完了しなかった場合。
【００２９】
　６）ＷＴＲＵ１００が、検出されたセルの中でＰＣＩＤの衝突を検出した場合。衝突が
検出された少なくとも２つのセルが、ＷＴＲＵ１００のＣＳＧセルホワイトリスト２３０
にあるＣＳＧセル１１０と同じ周波数情報を有する場合に限りこれが適用できる。追加的
または代替的に、衝突が検出されたＰＣＩＤが、ＷＴＲＵ１００のＣＳＧセルホワイトリ
スト２３０にあるＣＳＧセル１１０のそれと一致する場合に限りこれが適用できる。この
衝突判定は、以前の測定／セル探索ギャップにおいて行われた可能性がある。
【００３０】
　上述した条件をネットワーク１０５に対するＷＴＲＵ１００の要求において詳細にする
ようにＷＴＲＵ１００を構成できる。ＷＴＲＵ１００が上記の手順の一部またはすべてを
完了するまで測定／探索ギャップを要求し続けるようにＷＴＲＵ１００を構成できる。特
に、ＰＣＩＤの衝突が観察されたかどうか、また、任意には、例えば、ＣＳＧセルホワイ
トリスト２３０内のＣＳＧセル１１０のＰＣＩＤと一致する同一のＰＣＩＤが検出された
等の衝突の規模を、ネットワーク１０５に示すようにＷＴＲＵ１００を構成できる。ＷＴ
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ＲＵ１００がＣＳＧセル１１０を探索する際にＰＣＩＤを用いて、ＷＴＲＵ１００がアク
セスできるＣＳＧセル１１０を含むことが可能な帯域／周波数内で使用できるすべてのセ
ルの検出を完了して、ＷＴＲＵ１００が探索の１番目のラウンドでそのＣＳＧセルホワイ
トリスト２３０内に構成されていないＣＳＧセル１１０のＰＣＩＤを検出しない場合、Ｗ
ＴＲＵ１００は、別の測定／セル探索ギャップを要求せずに、測定／セル探索ギャップ割
り当て要求の現在のサイクルを停止できる。ＷＴＲＵ１００がＣＳＧセル探索の現在のサ
イクルを停止して、その現在のサイクルが手動のセル探索コマンドによって開始された場
合、ＷＴＲＵ１００は、例えば、アプリケーションを用いて、ユーザが加入しているＣＳ
Ｇセル１１０が全く検出されなかったことをユーザに示すことができる。ＷＴＲＵ１００
がＣＳＧセル探索の現在のサイクルを停止して、ＷＴＲＵ１００の近くでＣＳＧセル１１
０を自主的にＷＴＲＵが検出することによって現在のサイクルが開始された場合、ＷＴＲ
Ｕ１００は、少なくとも所定の期間にＣＳＧセル１１０を探索する条件を探索／評価しな
いことを選択することができる。所定の期間が経過した後、ＷＴＲＵ１００は、再度自主
的にＣＳＧセル探索をトリガする条件を評価できる（例えば、ＧＰＳを連動するまたは周
辺セルおよび／またはＴＡ ＩＤを使用する）。ＷＴＲＵの自主的なＣＳＧセル探索の各
々が連続して失敗することによって、所定の期間の値が変更することができる（例えば、
値が増加することができる）。所定の期間の長さは、ネットワーク１０５が構成できる。
【００３１】
　ＷＴＲＵ１００は、任意に後続要求表示を含むことができる測定／セル探索ギャップ割
り当ての別の要求を送る場合、ネットワーク１０５は、別の測定／セル探索ギャップをＷ
ＴＲＵ１００に構成できる。このギャップは、１番目のギャップよりも長くすることがで
きる。このギャップ期間、ＷＴＲＵ１００は、先に検出されたＰＣＩＤに対して、ＲＳＲ
Ｐ測定等の測定を行うことができる。このギャップ期間、ＷＴＲＵ１００は、先に検出さ
れたＰＣＩＤを用いてセルの、ＳＩＢおよびＭＩＢ等の放送情報を得ることができる。任
意には、ＰＣＩＤおよび／または周波数情報が、ＷＴＲＵ１００のＣＳＧセルホワイトリ
スト２３０内で構成されたＣＳＧセル１１０のそれと一致するセルだけの測定を行うよう
にＷＴＲＵ１００を構成できる。任意には、ＰＣＩＤおよび／または周波数情報が、ＷＴ
ＲＵ１００のＣＳＧセルホワイトリスト２３０内のＣＳＧセル１１０のそれと一致するセ
ルだけの放送情報を得るようにＷＴＲＵ１００を構成できる。追加的または代替的に、測
定（例えば、ＲＳＲＰ）が或る基準を満たすセルだけの放送情報を得るようにＷＴＲＵ１
００を構成できる。その放送情報を得ると、ＷＴＲＵ１００は好適に次に、例えば、放送
ＣＳＧ識別子をそのＣＳＧセルホワイトリスト２３０内のＣＳＧ識別子と一致させること
によって、ＷＴＲＵ１００がＣＳＧセル１１０にアクセスできるかどうかについて最終判
定を行う。代替的に、そのＴＡよりも小さい新しいＩＤは、ＭＩＢとＳＩＢのどちらに信
号を送ることができるかを定義し得る。この新しいＩＤは、ＴＡまたはセルＩＤから引き
出すことができる。ひとたびＷＴＲＵ１００がＬ１セルＩＤを読み取って、それがＣＳＧ
セルホワイトリスト２３０の一部である判定すると、ＷＴＲＵ１００は好適には、そのＭ
ＩＢまたはＳＩＢだけを読み取ってそのセルをユニークにして衝突を避けられることによ
って、ＷＴＲＵ１００が再選択する決定をするＨＮＢセルのすべてのＳＩＢを読み取る必
要がなくなる。ＷＴＲＵ１００によるＭＩＢ／ＳＩＢの読み取りを、Ｌ１セルＩＤの読み
取りと同じ測定ギャップにおいてまたは２番目の測定ギャップにおいて行うことができる
。
【００３２】
　上述した手順がユーザによる手動でのＣＳＧセル探索コマンドが原因で開始された場合
、ＷＴＲＵ１００は好適には、例えば、アプリケーションを用いて、受信できる品質であ
ってそのユーザがアクセスできる、近くにあるすべてのＣＳＧセル１１０をユーザに通知
する。通知は好適には、ユーザに対するＣＳＧセル１１０の識別を含む。
【００３３】
　ユーザが、そのユーザに提示されるＣＳＧセル１１０を手動で選択する場合、ＷＴＲＵ
の自主的な手順によって検出される適したＣＳＧセル１１０については、ＷＴＲＵ１００
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は好適には、ネットワーク１０５から適切なＣＳＧセル１１０へのハンドオーバーを要求
する。その要求は、通知またはイベントレポートの形式をとることができる。その要求を
、任意のＲＲＣメッセージ内に含むことができる。
【００３４】
　代替的に、ＲＲＣイベント通知メッセージが呼び出される新しいＲＲＣメッセージは、
この通知を含むことが提案される。通知は好適には、手動または自主的に選択されるＣＳ
Ｇセル１１０のアイデンティティを含む。アイデンティティは、ＣＳＧセルホワイトリス
ト２３０、ＰＣＩＤ、およびＨｅＮＢ　ＩＤ内に構成されたＣＳＧ識別子の少なくとも１
つとすることができる。追加的に、通知は、選択されたセルの測定を含むことができる。
測定値は、実際の測定値、または最大限の値等の人為的にあらかじめ定義された或る値に
設定して、ネットワーク１０５にＷＴＲＵ１００のハンドオーバーを強制できる。
【００３５】
　ＷＴＲＵ１００がアクティブモードである間にユーザが手動でのＣＳＧセル探索／選択
手順を開始して、任意の時点でＷＴＲＵ１００が上述の手順を行うために必要とする測定
／セル探索ギャップを、ネットワーク１０５がＷＴＲＵ１００に構成するのを拒否するま
たはハンドオーバー要求を拒否する場合、ＷＴＲＵ１００は、ＣＳＧセル１１０の探索の
失敗をユーザに示すことができる。この表示は、ＷＴＲＵ１００が現在探索を行うことが
できない、またはネットワーク１０５がハンドオーバー要求を拒否した等の要因をユーザ
に説明できる。ネットワーク１０５による拒否が要因値を示した場合、ＷＴＲＵ１００は
、この要因値をユーザに提供できる。ＷＴＲＵ１００は、恐らく、ネットワーク１０５か
らのコマンドによって、すぐ後でユーザに探索を再開始する要求を行うように構成できる
。この要求は、再開始の時間表示（例えば、５分後または４：００ＰＭ）を含むことがで
きる。
【００３６】
　ＷＴＲＵ１００がアクティブモードである間にＷＴＲＵ１００が自主的にＣＳＧセル探
索／選択手順を開始して、任意の時点でＷＴＲＵ１００が上述の手順を行うために必要と
する測定／セル探索ギャップを、ネットワーク１０５がＷＴＲＵ１００に構成するのを拒
否するまたはハンドオーバー要求を拒否する場合、ＷＴＲＵ１００は、少なくとも所定の
期間にＣＳＧセル１１０を探索する条件を探索／評価しないことを選択することができる
。所定の期間が経過した後、ＷＴＲＵ１００は、再度自主的に、ＧＰＳを連動するまたは
周辺セル／ＴＡ　ＩＤ等のＣＳＧセル探索をトリガする条件を評価できる。ＷＴＲＵの自
主的なＣＳＧセル探索の各々が連続して失敗することによって、所定の期間の長さが変更
することができる（例えば、増大する）。所定の期間の長さは、ネットワーク１０５が構
成できる。
【００３７】
　ＷＴＲＵ１００がアクティブモードである間にユーザが手動でのＣＳＧセル探索／選択
手順を開始して、任意の時点でＷＴＲＵ１００がアイドルモードに移る場合、ＷＴＲＵ１
００は、ＣＳＧセル１１０の探索の失敗をユーザに示すことができる。この表示は、アイ
ドルモードに移る要因をユーザに説明できる。ＷＴＲＵ１００は、恐らく、ネットワーク
からのコマンドによって、すぐ後でユーザに探索を再開始する要求を行うように構成でき
る。この要求は、再開始の時間表示を含むことができる。代替的に、アイドルモード手順
をＣＳＧセル探索に適用するのを自動的に開始するようにＷＴＲＵ１００を構成できる。
【００３８】
　ＷＴＲＵ１００が緊急電話をかける過程において、ユーザが手動でのセル探索を開始す
るまたはＷＴＲＵ１００が自主的なＣＳＧセル探索の条件（例えば、ＧＰＳ座標）が満た
されると判定した場合、上記の手順を無視する（即ち、行わない）ことができる。この場
合、ＷＴＲＵ１００は、進行中の緊急電話が原因の探索の失敗をユーザに通知できる。
【００３９】
アイドルモードモビリティ
　アイドルモードにおいて、ＷＴＲＵ１００がユーザから手動での探索コマンドを受信し
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たか、または例えば、ＧＰＳ座標、周辺セル／ＴＡ　ＩＤ、もしくはタイマーの満了等の
、ＣＳＧセル探索をトリガする条件が満たされたことを自主的に検出したことが原因でＣ
ＳＧセル１１０を探索するようにＷＴＲＵ１００を構成できる。アイドルモードにおいて
、以下の少なくとも１つを行うようにＷＴＲＵ１００を好適に構成できる。
【００４０】
　１）ＷＴＲＵ１００の受信機２１０を用いて、使用できるセルのＰＣＩＤを検出して、
そこでＷＴＲＵ１００は、アクセスできるＣＳＧセル１１０に構成される周波数帯域／中
心周波数内で特定のＰＣＩＤだけを探索できる。
【００４１】
　２）例えば、ＲＳＲＰ測定等の測定を検出されたセルに対して行い、そこでＷＴＲＵ１
００は、ＰＣＩＤおよび／または周波数情報がＷＴＲＵ１００のＣＳＧセルホワイトリス
ト２３０内のＣＳＧセル１１０のそれと一致する、セルに対してだけ測定を行うことがで
きる。
【００４２】
　３）ＣＳＧセル１１０のセル選択またはセル再選択について、測定されたセルの値が、
信号長または品質基準等の適したセル測定を満たすかどうかを評価する。
【００４３】
　４）ＭＩＢ、ＳＩＢ等の、ＣＳＧセル１１０の放送情報を得て、ＷＴＲＵ１００がアク
セスできるＣＳＧセルホワイトリスト２３０内のエントリと放送ＣＳＧ識別子（例えば、
ＣＳＧ　ＴＡ　ＩＤ）が一致することを確保する。ＷＴＲＵ１００は、ＰＣＩＤおよび／
または周波数情報がＷＴＲＵ１００のＣＳＧセルホワイトリスト２３０内のＣＳＧセル１
１０のそれと一致するセル、および／または測定値が、ＣＳＧセル１１０のセル選択また
は再選択の適したセル測定（即ち、信号長／品質）基準を満たすセルに対してだけこのス
テップを行うことができる。ＷＴＲＵ１００は好適には、セルを再選択する前に現在のセ
ルにとどまる間、隣接するセルの放送情報を読み取ることが可能である。このようにして
、ＷＴＲＵ１００は、所与のセルを再選択してそのＳＩＢを読み取って、セルのホワイト
リストを判定する必要がない。代替的に、ＴＡよりも小さい新しいＩＤを定義することが
でき、ＭＩＢまたはＳＩＢ１で信号を送ることができる。ＴＡまたはセルＩＤからこの新
しいＩＤを得ることができる。ひとたびＷＴＲＵ１００がＬ１セルＩＤを読み取って、そ
れがＣＳＧセルホワイトリスト２３０の一部であるかどうかを判定すると、ＷＴＲＵ１０
０は、そのＭＩＢまたはＳＩＢ１だけを読み取ってそのセルをユニークにして衝突を避け
られることによって、ＷＴＲＵ１００が再選択する決定をするＨＮＢセルのすべてのＳＩ
Ｂを読み取る必要がなくなる。
【００４４】
　ＷＴＲＵ１００が適したＣＳＧセル１１０またはマクロセル１１５を見つけることがで
きず、緊急アクセスを用いるのに受信できるセルを探す場合、アイドルモードにおいて上
記の手順を変更できる。代替的に、以下の手順を行うことができる。
【００４５】
　１）ＷＴＲＵ１００は、特定のＰＣＩＤ／帯域／周波数情報よりも多く探索できる。
【００４６】
　２）代替的に、ＷＴＲＵ１００は、ＰＣＩＤおよび／または周波数情報がＷＴＲＵ１０
０のＣＳＧセルホワイトリスト２２５内のＣＳＧセル１１０のそれと一致するＣＳＧセル
１１０だけでなく、検出されたすべてのセルに対して測定を行うことができる。
【００４７】
　３）代替的に、ＷＴＲＵ１００は、ＰＣＩＤおよび／または周波数情報がＣＳＧセルホ
ワイトリスト２３０内のＣＳＧセル１１０のそれと一致するＣＳＧセル１１０だけでなく
、これらのセルの測定値が、ＣＳＧセル１１０のセル選択または再選択を受信できるセル
測定基準を満たす限り、検出されたすべてのＣＳＧセル１１０の放送情報を得ることがで
きる。
【００４８】
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　セルのカウントまたは定義されるその他の方法を含むモビリティ検出は、ＨＮＢセルの
サイズを考慮しながらＨＮＢセルを再選択する時、ＷＴＲＵ１００に最適に機能できない
。従って、ＷＴＲＵ１００がＨＮＢセルを再選択する時、速度ベースの検出に対して付加
的な因子を信号で送ることができる。このパラメータは好適には、ＨＮＢの速度パラメー
タに呼ばれる。例えば、用いられる方法がセルのカウントである場合、ＨＮＢの速度パラ
メータは、スケール因子をカウントされる必要がある数のセルに付加して、高度のモビリ
ティシナリオまたは中等のモビリティシナリオかを判定する。
【００４９】
　代替的に、ＷＴＲＵ１００がＨＮＢにハンドオーバーされる時にネットワークベースの
速度検出スキームを用いることができる。
【００５０】
　代替的に、ＷＴＲＵ１００がモビリティシナリオ内にいると検出した場合、接続状態に
移動してハンドオーバーを行うことによって、ネットワーク１１０がさらなる手順に対処
し得るランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）手順を行うようにＷＴＲＵ１００を構成で
きる。
【００５１】
マクロセルモビリティに対するアウトバウンドＣＳＧ
　ＷＴＲＵ１００が現在ＣＳＧセル１１０にとどまっている場合、ＷＴＲＵ１００は、Ｗ
ＴＲＵ１００が現在のＣＳＧセルに再選択される／ハンドオーバーされる前に最後にとど
まったまたは接続された，少なくとも１つのマクロセル１１５と関連付けられるマクロセ
ルパラメータ２３５を格納できる。マクロセル１１５からＣＳＧセル１１０への元の再選
択またはハンドオーバーは、何らかの要因、例えば、手動での要求またはＷＴＲＵの自主
的探索によってトリガされた可能性がある。ＷＴＲＵ１００が記憶するのに選択する最後
のマクロセル１１５のパラメータは、以下即ち、周波数帯域、中心周波数、物理セルＩＤ
（ＰＣＩ）、セルグローバルＩＤ（ＣＧＩ）、およびＴＡ　ＩＤのうち少なくとも１つを
含むことができる。アイドルモードである時、ＷＴＲＵ１００がカバレッジエリアを出る
または現在のＣＳＧセルのカバレッジが消失したことを検出した場合、ＷＴＲＵ１００は
、最後のセルとして格納されたマクロセル１１５の再選択を優先することができる。従っ
て、以下即ち、最後のマクロセルを１番目に測定すること、最後のマクロセルの中心周波
数を１番目に測定すること、最後のマクロセルの周波数層を１番目に測定すること、およ
び最後のマクロセルの再選択を優先することのうち少なくとも１つを選択して行うように
ＷＴＲＵ１００を構成できる。
【００５２】
ＣＳＧセルの検出および測定
　ＣＳＧセルの検出および測定の手順をこれから説明するが、ＷＴＲＵ１００は、マクロ
セル１１５にとどまり、カバレッジ拡張のために提供された周辺ＣＳＧセルがあるものと
仮定する。サービングセルが特定の閾値以下になる時のシナリオにおいて、ＷＴＲＵ１０
０は、サービングセルが絶対閾値（ネットワーク１０５によって構成される）以下になっ
たことを知らせるレポートをサービングセルに送る。ＣＳＧセル探索および識別手順を開
始するための閾値を、通常の周波数内の測定／周波数間の測定／ＲＡＴ間の測定に用いら
れるものとは異なるものにできる。
【００５３】
周波数内の隣接セルが存在する場合
　ＷＴＲＵ１００は、並行して、同じ周波数で周辺隣接セルを測定でき、ひとたび閾値（
ネットワーク１０５によって構成される）以上になった特定のセットの隣接セルを見つけ
ると、ＷＴＲＵ１００は、この隣接セルのＰＣＩを、測定レポートにおける信号長の順位
でその隣接セルを配列するネットワーク１０５にレポートできる。ＣＳＧセルの使用に保
留されるＰＣＩスペースに属するＰＣＩを有するセルに対するこの閾値を、そのようなＰ
ＣＩを用いないセルに対する閾値とは異なることが可能である。
【００５４】
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　ＷＴＲＵ１００がセルを検出する場合、ＷＴＲＵ１００は、ＭＩＢとＳＩＢとを読み取
って、以下の条件の少なくとも１つが満たされる場合に、ＣＳＧセル１１０の上位層アイ
デンティティ（例えば、公有地モバイルネットワーク（ＰＬＭＮ：public land mobile n
etwork）アイデンティティに加えセルアイデンティティおよび／またはｅＮＢ／ＨｅＮＢ
アイデンティティも含むＧＣＩまたはＣＧＩ）が、ＣＳＧセルホワイトリスト２３０内に
存在することを確認することができる。
【００５５】
　１）検出されたセルのＰＣＩが、ＣＳＧセル１１０に保留されるＰＣＩスペースに属す
る。
【００５６】
　２）検出されたセルのＰＣＩが、ＷＴＲＵ１００内で構成される。
【００５７】
　３）検出されたセルが或る閾値以上である。
【００５８】
　４）ＷＴＲＵ１００は、少なくとも１つのエントリをそのＣＳＧセルホワイトリスト２
３０の上位層アイデンティティ内に有する。
【００５９】
　隣接セルの上位層アイデンティティを読み取るために、ＷＴＲＵ１００は、最初に、隣
接セルのＭＩＢとＳＩＢとを読み取るのに十分なＤＲＸギャップを有するかどうかを判定
できる。ＤＲＸギャップの長さが十分である場合、ＷＴＲＵ１００は、そのＤＲＸギャッ
プを用いてＭＩＢとＳＩＢとを読み取ることが可能である。
【００６０】
　ＤＲＸギャップが隣接セルのＭＩＢとＳＩＢとを読み取るのに十分な長さではない場合
、ＷＴＲＵ１００はネットワーク１０５から測定ギャップを要求するか、またはＷＴＲＵ
１００は隣接セルのＭＩＢとＳＩＢとを読み取るために自主的に離調することができる。
【００６１】
　ネットワークから測定ギャップを要求するために、ＷＴＲＵ１００は、送られる測定レ
ポートが隣接セルの上位層識別を読み取るためのギャップを要求するものであることを示
すビット／フラグを有する測定レポートを送ることができる。上述した周辺隣接セルの測
定に対する代替または追加として、ＷＴＲＵ１００が隣接セルを示すネットワーク１０５
にレポートを送る時、ＷＴＲＵ１００は、ＭＩＢ、ＳＩＢ、および必要に応じて、隣接す
るＣＳＧセル１１０の他のＳＩＢを測定するためのギャップを必要とすることをネットワ
ーク１０５に示すフラグ／ビットを設定できる。
【００６２】
　代替的に、ＷＴＲＵ１００は、ＤＲＸサイクルを有するか否かにかかわらず、隣接セル
のＭＩＢとＳＩＢとを読み取るために、常にネットワーク１０５から自主的に離調する、
または測定ギャップを要求することができる。
【００６３】
　いつ離調してＷＴＲＵ１００自らギャップを生成するかを決定するために、ＷＴＲＵ１
００に、サービングセルおよび／または隣接セルに対する閾値を与えることができる。Ｗ
ＴＲＵ１００は、次に、サービングセルが閾値以下になるおよび／または隣接セルが特定
の閾値以上になる時に離調できる。ネットワーク１０５によって、（専用メッセージを介
したまたはシステム情報における）ＲＲＣシグナリングを介してか、またはＭＡＣもしく
はＬ１シグナリングを介してその閾値を構成できる。代替的に、隣接セルが特定の閾値以
上になるまたはサービングセルが特定の閾値以下になったとしても、ＷＴＲＵ１００は、
ＣＳＧセルのＰＣＩがＷＴＲＵ１００のＰＣＩリストの一部である場合に限り、隣接ＣＳ
Ｇセルの上位層識別を読み取るためにだけ離調できることを指定できる。
【００６４】
　代替的に、ＷＴＲＵ１００は、離調して自らギャップを生成することを可能にする信号
をネットワーク１０５から受信する時にだけそれを行うことができる。Ｌ１、ＭＡＣ、Ｒ
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ＲＣ信号のいずれかとして、この信号をＷＴＲＵ１００に送ることができる。代替的また
は追加的に、ＷＴＲＵ１００は、長さが十分なＤＲＸサイクルを有しているとしても、ネ
ットワーク１０５が、ＣＳＧセルのＭＩＢやＳＩＢを読み取ることを可能にするＬ１、Ｍ
ＡＣ、またはＲＲＣ信号をＷＴＲＵ１００に送らない限り、それを行うことができない。
その場合、ネットワーク１０５は、それがＷＴＲＵ１００をまだハンドオーバーできるマ
クロセル１１５が恐らくあるので、隣接するＣＳＧセルの上位層識別をＷＴＲＵ１００が
読み取る必要がないと決定できる。
【００６５】
　ネットワーク１０５と同期する際の完全な損失を避けるため、ＷＴＲＵ１００は、ＷＴ
ＲＵ１００が離調していることをネットワーク１０５に通知するＭＡＣ信号をネットワー
ク１０５に送ることができる。ＭＡＣシグナリングの代わりに、ＷＴＲＵ１００は、Ｌ１
シグナリングを作成できる。代替的または追加的に、ＷＴＲＵ１００は、任意には、隣接
セルの放送情報を読み取るためにＷＴＲＵ１００が離調していることをネットワーク１０
５に通知することを表示する、或る種類のＲＲＣシグナリング（例えば、測定レポート）
を作成できる。
【００６６】
　ＷＴＲＵ１００が離調する時、ＷＴＲＵ１００は、隣接セルのＭＩＢおよびＳＩＢ（お
よび必要に応じて、他のシステム情報メッセージ）の読み取りを完了するまでの長期間、
離調できる、またはＷＴＲＵ１００は、それらの間で短いギャップを用いてあらかじめ定
義された短い間隔の間、離調してそれを継続して行うことができる。ＷＴＲＵ１００が離
調する間隔の長さ、およびその間隔の間のギャップを、専用ＲＲＣシグナリングを介する
か、もしくは放送メッセージを介したネットワーク１０５によって構成できる、またはそ
の仕様において定義できる。代替的に、ＷＴＲＵ１００は、それを自主的に決定できる。
代替的または追加的に、ＷＴＲＵ１００は、ＷＴＲＵ１００が離調する予定の時間長およ
び／または、ならびにＷＴＲＵ１００がネットワーク１０５に送るＭＡＣ／Ｌ１／ＲＲＣ
信号の間隔の間のギャップを報告できる。間隔の長さを、例として、スロットまたはフレ
ームの単位にすることができる。例えば、ＭＡＣ制御要素（ＣＥ）またはＲＲＣメッセー
ジにおいて、ＷＴＲＵ１００は、それが離調するシステムフレーム数（ＳＦＮ）とサブフ
レーム数とを報告／指定できる。それは、ＷＴＲＵ１００が元に同調する（例えば、ＳＦ
Ｎおよびサブフレーム数）時間も指定できる。
【００６７】
　ひとたびＷＴＲＵ１００が隣接するＣＳＧセルの上位層識別の読み取りを完了する、ま
たは（任意には）ＣＳＧセル１１０がＷＴＲＵ１００のＣＳＧセルホワイトリスト２３０
内に存在することをＷＴＲＵ１００が見つけた場合、ＷＴＲＵ１００は、測定レポートま
たはその他のＲＲＣシグナリングを介してこのセルをネットワーク１０５に報告する。Ｗ
ＴＲＵ１００は、ＣＳＧセル１１０の物理セルアイデンティティまたは上位層識別の少な
くとも１つを報告できる。代替的にまたは追加的に、ＷＴＲＵ１００は、送られる測定レ
ポートが或る追加情報を有すること、またはＷＴＲＵ１００がこの測定レポートを介して
これからハンドオーバーコマンドを要求することをネットワーク１０５に示すことができ
る、その測定レポート内のビット／フラグも報告できる。さらに代替的に、付加的フラグ
を使用する代わりに、これをレポートに含まれる測定アイデンティティ（ＭｅａｓＩｄ）
と関連付けるまたはそれから暗示することができる。
【００６８】
　ひとたびＷＴＲＵ１００がネットワーク１０５からハンドオーバーコマンドを受信する
と、ＷＴＲＵ１００は、特定のＣＳＧセル１１０、またはネットワーク１０５がＷＴＲＵ
１００に移動するように命じるその他のセルに移動できる。
【００６９】
周波数内の隣接セルが存在しない場合
　現在の周波数内のどのセルも使用できない場合、ＷＴＲＵ１００は、特定の閾値以上で
ある隣接セルがないことを示す測定レポートをネットワーク１０５に送ることができる。
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追加可能なものとして、ＷＴＲＵ１００は、ネットワーク１０５からギャップを要求する
ビットをこの測定レポート内に設定して、周波数間のセルを測定する。このギャップと共
に、ＷＴＲＵ１００が周辺ＣＳＧセル１１０があると確信する場合、ＷＴＲＵ１００は、
恐らく、ＣＳＧセル１１０のＭＩＢ／ＳＩＢを読み取るのに十分な長さでもあるギャップ
を要求するフラグ／ビットも設定できる。
【００７０】
　代替的に、ＷＴＲＵ１００は、自主的にギャップを生成するもしくはそのＤＲＸを用い
て周波数間のセルの測定を行うこともでき、またはＤＲＸサイクルがそれを行うのに十分
でない時もしくはＷＴＲＵ１００がＤＲＸサイクルをまったく有しない時にだけ恐らく自
主的にギャップを生成する。
【００７１】
　ＷＴＲＵ１００は、周波数間の隣接セルを測定して、信号長優先順位で隣接セルをリス
トするレポートをネットワーク１０５に送る。あるいは、ＷＴＲＵが、隣接の周波数間の
セルの測定と共に隣接ＣＳＧセルの上位層識別も読み取る場合、ＷＴＲＵ１００は、ハン
ドオーバーコマンドの要求を含む測定レポートだけを送ることができる。
【００７２】
　ひとたびＷＴＲＵ１００がネットワーク１０５からハンドオーバーコマンドを受信する
と、ＷＴＲＵ１００は、ネットワーク１０５がＷＴＲＵ１００にとどまるように命令する
特定のＣＳＧセル１１０またはその他のセルに移動する。
【００７３】
　周波数内の隣接セルと周波数間の隣接セルとの両方に言及した上記の説明について、ネ
ットワーク１０５は、恐らく、自主的に離調すること、測定ギャップを要求すること、周
波数間のシナリオの場合にＷＴＲＵ１００のＤＲＸギャップを用いて隣接セルの測定を行
うこと、周波数内のシナリオと周波数間のシナリオとの両方の場合に隣接ＣＳＧセルの上
位層識別を読み取ることのいずれかをするようにＷＴＲＵ１００を構成できる。
【００７４】
サービス低下および／またはパケット損失の最小限化
　ＷＴＲＵ１００がそのサービングｅＮＢまたはセルから自主的に離調する（例えば、Ｐ
ＣＩもしくはＧＣＩの測定を行うまたは検証する）時、サービングｅＮＢが、受信されて
いないＷＴＲＵ１００へのトラフィックをスケジュールことがあるので、サービス低下お
よび／またはパケット損失が起こる場合がある。ＷＴＲＵ１００が自主的な離調またはギ
ャップ生成を行うのにかかる時間が十分に長い場合、これは、再設定または再確立基準を
トリガする（例えば、無線リンク制御（ＲＬＣ）によって）ことにもつながり、さらにパ
ケット損失につながることもある。
【００７５】
　サービス低下を最小限するために、ＷＴＲＵ１００は、自主的に離調することを決定で
き、ＷＴＲＵ１００は、サービングｅＮＢに信号を送って、ＷＴＲＵ１００が自主的に離
調するまたはし得ることをサービングｅＮＢに示す。信号は、ＲＲＣメッセージもしくは
情報要素（ＩＥ）、またはＭＡＣ　ＣＥとすることができる。代替的に、信号は、ＷＴＲ
Ｕ１００からサービングｅＮＢに送られる測定レポート内のフラグ／ビットとすることが
できる。例えば、ＷＴＲＵ１００が、隣接セルを示す測定レポートをネットワーク１０５
に送る時、ＷＴＲＵ１００は、離調する予定である（例えば、ＭＩＢ、ＳＩＢ、必要に応
じて、隣接ＨＮＢセルの他のＳＩＢを測定する）ことをネットワーク１０５に示すフラグ
／ビットを設定する。ひとたびｅＮＢが信号を受信すると、ｅＮＢは、下り方向のトラフ
ィック（必要に応じて、上り方向のトラフィックも潜在的に）のスケジューリングをＷＴ
ＲＵ１００に対して一時停止できる。代替的に、ｅＮＢは、ＷＴＲＵ１００が離調する前
に下り方向のトラフィックのスケジューリングを加速できる（即ち、この信号に応答して
、ｅＮＢは、最も適すると判断する方法でＷＴＲＵ１００にそのトラフィックスケジュー
リングを与える）。その信号は、任意には、以下の１または複数のいずれにも含むことが
できる。
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【００７６】
　１）トラフィックの一時停止要求の要因、または離調の理由
　２）ＷＴＲＵ１００が離調する時間（例えば、ＳＦＮおよび／またはサブフレーム数）
、および／または
　３）ＷＴＲＵ１００が元に同調する時間（例えば、ＳＦＮおよび／またはサブフレーム
数）
　代替的に、ＷＴＲＵの離調の最長時間を、パラメータとしてＲＲＣメッセージまたはＩ
Ｅ内に（あらかじめ）定義できる（例えば、ＷＴＲＵ１００は、その自主的な離調の最長
時間パラメータをネットワーク１０５に送る／知らせるか、またはネットワーク１０５は
、自主的な離調の最長時間パラメータをＷＴＲＵ１００に送る）。
【００７７】
　ＷＴＲＵ１００は、任意には、実際に離調する前にサービングｅＮＢからの肯定応答を
待つことができる。その肯定応答は、以下の１または複数のいずれにもすることができる
。
【００７８】
　１）応答信号（例えば、ＷＴＲＵ１００から送られた信号に応答してサービングｅＮＢ
によって送られたＲＲＣメッセージもしくはＩＥ、またはＭＡＣ　ＣＥ）。
【００７９】
　２）ＷＴＲＵの信号を搬送したＨＡＲＱプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）でのハイ
ブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）の肯定応答（ＡＣＫ）。
【００８０】
　３）（ＲＲＣメッセージ／ＷＴＲＵが信号として用いられる場合）ＷＴＲＵの信号を搬
送したＲＬＣ　ＰＤＵに肯定応答するＲＬＣレベルの肯定応答（即ち、ＲＬＣ状態レポー
ト）。ＷＴＲＵ１００がそのような肯定応答を受信した場合、ＷＴＲＵ１００は、その後
サービングｅＮＢからの離調を進める。
【００８１】
　任意には、ＷＴＲＵ１００が元に同調した場合（例えば、そのＰＣＩもしくはＧＣＩの
測定を完了または検証した後）、ＷＴＲＵ１００は、別の信号をサービングｅＮＢに送る
。そのような信号は、ＲＲＣメッセージもしくはＩＥ、またはＭＡＣ　ＣＥとすることが
できる。そのような信号は、ＷＴＲＵ１００が元に同調したので、トラフィックを受信す
る準備ができていることをサービングｅＮＢに示す。
【００８２】
ＷＴＲＵの測定レポートの構造
　３ＧＰＰ仕様に従って、ＷＴＲＵ１００によって送られた測定レポートが複数のセルを
含み、セルごとに測定量が提供されない場合、ＷＴＲＵ測定レポートは、量を減らす順位
によるセルを含む（即ち、最良のセルが１番目に含まれる）。
【００８３】
　ＨｅＮＢセルの場合、現在３ＧＰＰによって指定されるのと同じ手法に従うことができ
るか、またはＨｅＮＢセルは、測定レポート内の特定の順位または位置を介することによ
って識別することができる。一例として、測定レポートにおいて報告された１番目のセル
は、ＷＴＲＵのＨｅＮＢセルとすることができる（その量が適する閾値以上で受信可能で
ある限り、測定量の値にとらわれない）。３ＧＰＰによって指定されるような手法より、
特定の順位を介することによってＨｅＮＢセルを識別することができる手法は、望ましい
。なぜなら、ＷＴＲＵのＨｅＮＢセルを測定レポート内に示すことができるようにするか
らである。
【００８４】
　一般的に、或る種類（またはすべて）のＷＴＲＵの測定レポートは、ＷＴＲＵの優先傾
向（例えば、ハンドオーバー優先傾向）に従って順位付けられる。例えば、ＷＴＲＵの測
定レポートは、優先傾向の高い順位によるセルを含む。（即ち、最も好まれるセルが１番
目に含まれる）。ＷＴＲＵ１００がＨｅＮＢセルにハンドオーバーされるのを望む場合、
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これは測定レポートに反映されるので、サービングｅＮＢは、ＷＴＲＵの優先傾向に従う
ハンドオーバーを優先することを試みる。
【００８５】
　図３は、ＣＧＳセルを探索する手順３００のフロー図である。図１－３を参照すると、
ＷＴＲＵ１００内の送信機２２０は、アンテナ２０５経由で測定／セル探索ギャップ要求
メッセージをＣＧＳセル１１０のネットワーク１０５に送信するように構成される。要求
メッセージは、要求メッセージが手動でのセル探索コマンドによって送信されたか、また
はＷＴＲＵの自主的判定によって送信されたかを示す、少なくとも１ビットを有する要因
値を含む（ステップ３０５）。ステップ３１０において、ネットワーク１０５は、測定／
セル探索ギャップ割り当てメッセージをＷＴＲＵ１００の受信機２１０に送り、受信機２
１０は、アンテナ２０５経由で割り当てメッセージを受信するように構成される。ＷＴＲ
Ｕ１００は、必要に応じて二次的な測定／セル探索ギャップ要求メッセージを送信できる
。（ステップ３１５）。
【００８６】
　図４は、ＣＧＳセルを探索する手順４００のフロー図である。図１，２、および４を参
照すると、ＷＴＲＵ１００内のプロセッサ２１５は、それが、隣接するＣＳＧセル１１０
のＭＩＢとＳＩＢとを読み取るのに十分な長さのＤＲＸギャップを有するかどうかを判定
するように構成される（ステップ４０５）。ＷＴＲＵ１００内の送信機２２０は、ＤＲＸ
ギャップが十分な長さではないという条件で測定／セル探索ギャップ要求メッセージを送
信するように構成される（ステップ４１０）。
【００８７】
　図５は、ＣＧＳセルを探索する手順５００のフロー図である。図１，２、および５を参
照すると、ＷＴＲＵ１００内のプロセッサ２１５は、それが、隣接するＣＳＧセル１１０
のＭＩＢとＳＩＢとを読み取るのに十分な長さであるＤＲＸギャップを有するかどうかを
判定するように構成される（ステップ５０５）。ＷＴＲＵ１００内の受信機２１０と送信
機２２０とは、現在ＷＴＲＵ１００をサーブしているセルから自主的に離調して、ＤＲＸ
ギャップが十分な長さではないという条件でＭＩＢとＳＩＢとを読み取るように構成され
る（ステップ５１０）。
【００８８】
　　（実施形態）
　１、近接加入者グループ（ＣＳＧ）セルを探索するための無線送信／受信ユニット（Ｗ
ＴＲＵ）によって実装される方法であって、
　前記ＷＴＲＵは、測定／セル探索ギャップ要求メッセージが、手動でのセル探索コマン
ドによって送信されたか、またはＷＴＲＵの自主的判定によって送信されたかを示す少な
くとも１ビットを有する要因値を含む測定／セル探索ギャップ要求メッセージを送信する
ステップと、
　前記ＷＴＲＵは、前記測定／セル探索要求メッセージに応答して、測定／セル探索ギャ
ップ割り当てメッセージを受信するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【００８９】
　２、前記ＷＴＲＵは、前記ＷＴＲＵが特定のＣＳＧセルと関連付けられた放送情報を得
るためのギャップを必要とするという条件で、二次的な測定／セル探索ギャップ要求メッ
セージを送信するステップをさらに備えることを特徴とする実施形態１に記載の方法。
【００９０】
　３、前記ＷＴＲＵは、検出されたセル上で行われた測定が前記ＷＴＲＵによってアクセ
スされたＣＳＧセルホワイトリストのＣＳＧセルの周波数情と一致するという条件で、二
次的な測定／セル探索ギャップ要求メッセージを送信するステップをさらに備えることを
特徴とする実施形態１に記載の方法。
【００９１】
　４、前記ＷＴＲＵは、検出されたセル上で行われた測定が前記ＷＴＲＵによってアクセ
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スされたＣＳＧセルホワイトリストにあるＣＳＧセルの物理層セル識別子（ＰＣＩＤ）と
一致するという条件で、二次的な測定／セル探索ギャップ要求メッセージを送信するステ
ップをさらに備えることを特徴とする実施形態１に記載の方法。
【００９２】
　５、前記測定／セル探索ギャップ要求メッセージは、専用無線リソース制御（ＲＲＣ）
メッセージであるステップを特徴とする実施形態１乃至４のいずれかに記載の方法。
【００９３】
　６、前記測定／セル探索ギャップ要求メッセージは、無線リソース制御（ＲＲＣ）イベ
ント通知メッセージであることを特徴とする実施形態１乃至４のいずれかに記載の方法。
【００９４】
　７、前記ＷＴＲＵは、前記ＷＴＲＵのユーザによって手動で選択された適切なＣＳＧセ
ルへのハンドオーバーを要求するメッセージを送信するステップをさらに備えることを特
徴とする実施形態１乃至６のいずれかに記載の方法。
【００９５】
　８、近接加入者グループ（ＣＳＧ）セルを探索するための無線送信／受信ユニット（Ｗ
ＴＲＵ）によって実装される方法であって、
　前記ＷＴＲＵは、それが、隣接するＣＳＧセルのマスター情報ブロック（ＭＩＢ）とシ
ステム情報ブロック（ＳＩＢ）とを読み取るのに十分な長さである間欠受信（ＤＲＸ）ギ
ャップを有するかどうかを判定するステップと、
　前記ＷＴＲＵは、前記ＤＲＸギャップが十分な長さではないという条件で、測定／セル
探索ギャップ要求メッセージを送信するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【００９６】
　９、近接加入者グループ（ＣＳＧ）セルを探索するための無線送信／受信ユニット（Ｗ
ＴＲＵ）によって実装される方法であって、
　前記ＷＴＲＵは、それが、隣接するＣＳＧセルのマスター情報ブロック（ＭＩＢ）とシ
ステム情報ブロック（ＳＩＢ）とを読み取るのに十分な長さである間欠受信（ＤＲＸ）ギ
ャップを有するかどうかを判定するステップと、
　前記ＷＴＲＵは、前記ＤＲＸギャップが十分な長さではないという条件で、現在前記Ｗ
ＴＲＵをサーブしているセルから自主的に離調して、前記隣接するＣＳＧセルの前記ＭＩ
Ｂと前記ＳＩＢとを読み取るステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【００９７】
　１０、隣接する近接加入者グループ（ＣＳＧ）セルを探索するための無線送信／受信ユ
ニット（ＷＴＲＵ）であって、
　前記測定／セル探索ギャップ要求メッセージが、手動でのセル探索コマンドによって送
信されたか、またはＷＴＲＵの自主的判定によって送信されたかを示す少なくとも１ビッ
トを有する要因値を含む測定／セル探索ギャップ要求メッセージを送信するように構成さ
れた送信機と、
　前記測定／セル探索要求メッセージに応答して、測定／セル探索ギャップ割り当てメッ
セージを受信するように構成された受信機と
　を備えることを特徴とするＷＴＲＵ。
【００９８】
　１１、前記送信機は、前記ＷＴＲＵが特定のＣＳＧセルと関連付けられた放送情報を得
るためのギャップを必要とするという条件で、二次的な測定／セル探索ギャップ要求メッ
セージを送信するようにさらに構成されることを特徴とする実施形態１０に記載のＷＴＲ
Ｕ。
【００９９】
　１２、検出されたセル上で行われた測定が前記ＷＴＲＵによってアクセスされたＣＳＧ
セルホワイトリストにあるＣＳＧセルの周波数情報と一致するという条件で、二次的な測
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定／セル探索ギャップ要求メッセージを送信するようにさらに構成されることを特徴とす
る実施形態１０に記載のＷＴＲＵ。
【０１００】
　１３、検出されたセル上で行われた測定が前記ＷＴＲＵによってアクセスされたＣＳＧ
セルホワイトリストのＣＳＧセルの物理層セル識別子（ＰＣＩＤ）と一致するという条件
で、二次的な測定／セル探索ギャップ要求メッセージを送信するようにさらに構成される
ことを特徴とする実施形態１０に記載のＷＴＲＵ。
【０１０１】
　１４、前記測定／セル探索ギャップ要求メッセージは、専用無線リソース制御（ＲＲＣ
）メッセージであることを特徴とする実施形態１０乃至１３のいずれかに記載のＷＴＲＵ
。
【０１０２】
　１５、前記測定／セル探索ギャップ要求メッセージは、無線リソース制御（ＲＲＣ）イ
ベント通知メッセージであることを特徴とする実施形態１０乃至１３のいずれかに記載の
ＷＴＲＵ。
【０１０３】
　１６、前記送信機は、前記ＷＴＲＵのユーザによって手動で選択された適切なＣＳＧセ
ルへのハンドオーバーを要求するメッセージを送信するようにさらに構成される実施形態
１０乃至１５のいずれかに記載のＷＴＲＵ。
【０１０４】
　１７、近接加入者グループ（ＣＳＧ）セルを探索するための無線送信／受信ユニット（
ＷＴＲＵ）であって、
　隣接するＣＳＧセルのマスター情報ブロック（ＭＩＢ）とシステム情報ブロック（ＳＩ
Ｂ）とを読み取るのに十分な長さである間欠受信（ＤＲＸ）ギャップを有するかどうかを
判定するように構成されたプロセッサと、
　前記ＤＲＸギャップが十分な長さではないという条件で、測定／セル探索ギャップ要求
メッセージを送信するように構成された送信機と、
　を備えることを特徴とするＷＴＲＵ。
【０１０５】
　１８、近接加入者グループ（ＣＳＧ）セルを探索するための無線送信／受信ユニット（
ＷＴＲＵ）であって、
　隣接するＣＳＧセルのマスター情報ブロック（ＭＩＢ）とシステム情報ブロック（ＳＩ
Ｂ）とを読み取るのに十分な長さである間欠受信（ＤＲＸ）ギャップを有するかどうかを
判定するように構成されたプロセッサと、
　受信機と、
　送信機と
　を備え、前記受信機と送信機が、前記ＤＲＸギャップが十分な長さではないという条件
で、現在前記ＷＴＲＵをサーブしているセルから自主的に離調して、前記隣接するＣＳＧ
セルの前記ＭＩＢと前記ＳＩＢとを読み取るように構成されたことを特徴とするＷＴＲＵ
。
【０１０６】
　特徴および要素を特定の組み合わせにおいて上述しているが、各特徴または要素を、他
の特徴および要素を用いずに単独で、または他の特徴および要素の有無にかかわらずさま
ざまな組み合わせにおいて用いることができる。本明細書で与えられた方法またはフロー
チャートを、汎用コンピュータまたはプロセッサによって実行するためにコンピュータ可
読ストレージ媒体に組み込まれたコンピュータプログラム、ソフトウェア、またはファー
ムウェアに実装できる。コンピュータ可読ストレージ媒体の例は、リードオンリーメモリ
（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、レジスタ、キャッシュメモリ、半導体
メモリデバイス、内部ハードディスクおよびリムーバブルディスクなどの磁気媒体、ＣＤ
－ＲＯＭディスクなどの光磁気媒体、ならびにデジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）などの
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光媒体を含む。
【０１０７】
　適切なプロセッサは、例を挙げると、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、標準プロセッ
サ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連動
する１または複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、アプリ
ケーション専用集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧ
Ａ）回路、その他の種類の集積回路（ＩＣ）、および／またはステートマシンを含む。
【０１０８】
　ソフトウェアと関連するプロセッサを用いて、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）、ユー
ザ機器（ＵＥ）、端末機、基地局、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）、または任
意のホストコンピュータに用いるために無線周波数トランシーバを実装できる。ＷＴＲＵ
を、カメラ、ビデオカメラモジュール、ビデオフォン、スピーカフォン、振動デバイス、
スピーカ、マイクロフォン、テレビトランシーバ、ハンズフリーヘッドセット、キーボー
ド、ブルートゥース（登録商標）モジュール、周波数変調（ＦＭ）無線ユニット、液晶画
面（ＬＣＤ）表示装置、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）表示装置、デジタル音楽プレー
ヤ、メディアプレーヤ、ビデオゲームプレーヤモジュール、インターネットブラウザ、お
よび／または任意の無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）またはウルトラワイド
バンド（ＵＷＢ）モジュールなどのハードウェアおよび／またはソフトウェアに実装され
るモジュールとともに用いることができる。

【図１】 【図２】

【図３】
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【図５】

【手続補正書】
【提出日】平成22年11月17日(2010.11.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　近接加入者グループ（ＣＳＧ）セルを探索するための無線送信／受信ユニット（ＷＴＲ
Ｕ）によって実装される方法であって、
　測定／セル探索ギャップ要求メッセージが、手動でのセル探索コマンドによって送信さ
れたか、またはＷＴＲＵの自主的判定によって送信されたかを示す少なくとも１ビットを
有する要因値を含む測定／セル探索ギャップ要求メッセージを送信するステップと、
　前記ＷＴＲＵは、前記測定／セル探索要求メッセージに応答して、測定／セル探索ギャ
ップ割り当てメッセージを受信するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ＷＴＲＵは、前記ＷＴＲＵが特定のＣＳＧセルと関連付けられた放送情報を得るた
めのギャップを必要とするという条件で、二次的な測定／セル探索ギャップ要求メッセー
ジを送信するステップをさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＷＴＲＵは、検出されたセル上で行われた測定が前記ＷＴＲＵによってアクセスさ
れたＣＳＧセルホワイトリストのＣＳＧセルの周波数情報と一致するという条件で、二次
的な測定／セル探索ギャップ要求メッセージを送信するステップをさらに備えることを特
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徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＷＴＲＵは、検出されたセル上で行われた測定が前記ＷＴＲＵによってアクセスさ
れたＣＳＧセルホワイトリストにあるＣＳＧセルの物理層セル識別子（ＰＣＩＤ）と一致
するという条件で、二次的な測定／セル探索ギャップ要求メッセージを送信するステップ
をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記測定／セル探索ギャップ要求メッセージは、専用無線リソース制御（ＲＲＣ）メッ
セージであることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記測定／セル探索ギャップ要求メッセージは、無線リソース制御（ＲＲＣ）イベント
通知メッセージであることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＷＴＲＵは、前記ＷＴＲＵのユーザによって手動で選択された適切なＣＳＧセルへ
のハンドオーバーを要求するメッセージを送信するステップをさらに備えることを特徴と
する請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　近接加入者グループ（ＣＳＧ）セルを探索するための無線送信／受信ユニット（ＷＴＲ
Ｕ）によって実装される方法であって、
　前記ＷＴＲＵは、それが、隣接するＣＳＧセルのマスター情報ブロック（ＭＩＢ）とシ
ステム情報ブロック（ＳＩＢ）とを読み取るのに十分な長さである間欠受信（ＤＲＸ）ギ
ャップを有するかどうかを判定するステップと、
　前記ＷＴＲＵは、前記ＤＲＸギャップが十分な長さではないという条件で、測定／セル
探索ギャップ要求メッセージを送信するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項９】
　近接加入者グループ（ＣＳＧ）セルを探索するための無線送信／受信ユニット（ＷＴＲ
Ｕ）によって実装される方法であって、
　前記ＷＴＲＵは、それが、隣接するＣＳＧセルのマスター情報ブロック（ＭＩＢ）とシ
ステム情報ブロック（ＳＩＢ）とを読み取るのに十分な長さである間欠受信（ＤＲＸ）ギ
ャップを有するかどうかを判定するステップと、
　前記ＷＴＲＵは、前記ＤＲＸギャップが十分な長さではないという条件で、現在前記Ｗ
ＴＲＵをサーブしているセルから自主的に離調して、前記隣接するＣＳＧセルの前記ＭＩ
Ｂと前記ＳＩＢとを読み取るステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項１０】
　隣接する近接加入者グループ（ＣＳＧ）セルを探索するための無線送信／受信ユニット
（ＷＴＲＵ）であって、
　前記測定／セル探索ギャップ要求メッセージが、手動でのセル探索コマンドによって送
信されたか、またはＷＴＲＵの自主的判定によって送信されたかを示す少なくとも１ビッ
トを有する要因値を含む測定／セル探索ギャップ要求メッセージを送信するように構成さ
れた送信機と、
　前記測定／セル探索要求メッセージに応答して、測定／セル探索ギャップ割り当てメッ
セージを受信するように構成された受信機と
　を備えることを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項１１】
　前記送信機は、前記ＷＴＲＵが特定のＣＳＧセルと関連付けられた放送情報を得るため
のギャップを必要とするという条件で、二次的な測定／セル探索ギャップ要求メッセージ
を送信するようにさらに構成されることを特徴とする請求項１０に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１２】
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　検出されたセル上で行われた測定が前記ＷＴＲＵによってアクセスされたＣＳＧセルホ
ワイトリストにあるＣＳＧセルの周波数情報と一致するという条件で、二次的な測定／セ
ル探索ギャップ要求メッセージを送信するようにさらに構成されることを特徴とする請求
項１０に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１３】
　検出されたセル上で行われた測定が前記ＷＴＲＵによってアクセスされたＣＳＧセルホ
ワイトリストのＣＳＧセルの物理層セル識別子（ＰＣＩＤ）と一致するという条件で、二
次的な測定／セル探索ギャップ要求メッセージを送信するようにさらに構成されることを
特徴とする請求項１０に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１４】
　近接加入者グループ（ＣＳＧ）セルを探索するための無線送信／受信ユニット（ＷＴＲ
Ｕ）であって、
　隣接するＣＳＧセルのマスター情報ブロック（ＭＩＢ）とシステム情報ブロック（ＳＩ
Ｂ）とを読み取るのに十分な長さである間欠受信（ＤＲＸ）ギャップを有するかどうかを
判定するように構成されたプロセッサと、
　前記ＤＲＸギャップが十分な長さではないという条件で、測定／セル探索ギャップ要求
メッセージを送信するように構成された送信機と、
　を備えることを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項１５】
　近接加入者グループ（ＣＳＧ）セルを探索するための無線送信／受信ユニット（ＷＴＲ
Ｕ）であって、
　隣接するＣＳＧセルのマスター情報ブロック（ＭＩＢ）とシステム情報ブロック（ＳＩ
Ｂ）とを読み取るのに十分な長さである間欠受信（ＤＲＸ）ギャップを有するかどうかを
判定するように構成されたプロセッサと、
　受信機と、
　送信機と
　を備え、前記受信機と送信機が、前記ＤＲＸギャップが十分な長さではないという条件
で、現在前記ＷＴＲＵをサーブしているセルから自主的に離調して、前記隣接するＣＳＧ
セルの前記ＭＩＢと前記ＳＩＢとを読み取るように構成されたことを特徴とするＷＴＲＵ
。
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,PT,RO,RS,RU,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,ZA,ZM,ZW
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